
（左２枚）商品が所狭しと並んだ会場と
デパートの売り場にも負けない程に並べら
れたドレス、コート、シャツ類。

（上）お疲れさま、昼食を美味しくいただ
き、ホット一息入れるお手伝いしてくださっ
た皆さん（一部）

（下）千客万来を願って。。。
写真提供：北哲也さん、宇田川博文さん
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5月度理事会報告
　　ガレージセール多くの方々のお手伝いのもと無事終わる

第20回定期総会に向けて、開催事項を確認
議題３.　創立20年を迎え会の「活性化を図る」取り組み
　宇田川理事から経過の報告がありました。 詳細は６月の理事会に持ち越
しとなりました。

議題４. その他
　メモリアルデー式典参列、今年63回を迎えるコルマ日系人墓地における
メモリアルデーの式典にはジャパンクラブを代表して沖山泰彦理事が参
列されます。

（注）今回の理事会はガレージセールに引き続き開かれたため十分に時
間が取れなかった事と、各理事も一日中のお手伝いで疲れている事も
あって早めに切り上げました。 従いまして細かい議題については次回の
理事会で話し合われます。

６月度理事会
　６月度理事会は６月14日（土曜日）サンマテオ槢木マーケット２階に於
いて午後４時から開催します。

恒例ジャパンクラブ・ガレージセール
　快晴のもと、今年もガレージセールが開かれました、今年は客足が鈍く

（原因不明）例年の目標額には及びませんでした。 それでも多くの会員、
理事の方々がお手伝いくださり親睦と交流の目的は大いに果たせたと思
います。 当日の売り上げはグロス 688.55ドル でした、会計報告は後日会
計理事から報告されます。

　ジャパンクラブ5月度理事会は5月10日（土）午後3時30分から今回のガ
レージセール会場にて９名の理事が出席して開かれました。 今回は理事
会予定日とガレージセール開催日が重なる事から同日ガレージセール終
了後引き続いての理事会開催となり、 各理事の方々にはガレージセール
に終日お手伝いいただいた後のお疲れの所をご出席いただきました。

議題１.　ガレージセールについて 
　今年のガレージセールは客足が思った程に伸びず、例年の目標には及び
ませんでしたが理事を始め会員の方々のお手伝いをいただき無事開催さ
れました、お手伝いいただきました方々にお礼申し上げます。 そして今年
も会員の方々を始め多くの方から沢山の品物のご寄付をいただきました、
紙上をかりてお礼申し上げます。

議題２.　年次定期総会について
　今定期総会はきたる7月20日（日曜日）サウス・サンフランシスコにある
バスク・コミュニティーセンターに於いて開かれます。　6月号のニュース
レターに出席申し込み用紙および欠席される会員の為の委任状を同封い
たします。

　　　　　　　　　　　日時： 7月30日（水曜日）午前10時スタート
　　　　　　　　　　　　　　9時30分までに集合してください
　　　　　　　　　　　場所： Willow Park Golf Course 
　　　　　　　　　　　方式： ダブルペリア方式
　　　　　　　　　　　参加費： $ 65.00
　　　　　　　　　　　締切： 7月13日
　　　　　　　　　　　申し込み・チェック宛先： 
　　　　　　　　　　　　沖山泰彦
　　　　　　　　　　　　1564-36th Ave. San Francisco, CA94122
　　　　　　　　　　　問い合せ： 沖山理事(415)753-6492

ジャパンクラブ・ゴルフ大会



市川俊治氏からのご案内です　
　2014年４月から日本の消費税が５％から８％に引き上げられまし
た。2015年10月には10％になる予定です。 それに伴い、2012年８
月に成立した「年金機能強化法」が2014年４月から施行されました。
消費増税の名目は、安定した社会保障費の確保です。その中心は年
金改革です。 年金改革の主たる内容は

（１）年金受給資格期間を25年から10年に短縮（２）平成26年度に
基礎年金国庫負担を２分の１に恒久化（３）短時間労働者

（パートタイマー）に対する厚生年金・健康保険の適用拡大（４）厚生
年金・健康保険等の産休期間中の保険料免除（５）遺族基礎年金の
父子家庭への支給です。改革の内容について、海外にお住まいの皆様
に関係のある項目を以下説明してまいります。

（１）受給資格が25年から10年に短縮　
　日本の公的年金（国民年金・厚生年金・共済年金）を受給する為に
は、原則として各年金制度を通算して25年以上加入していなければ
１円も年金がもらえない制度になっています。 日本にずっと居住して
24年11か月年金を掛けていても１か月足らないために一切の年金
を受け取れないのです。 ですから、これまで年金受給をあきらめてい
た人が、一気に年金受給者になれる法律です。

　これまで当センターに年金の申請手続きを依頼された米国在住
の方の中にも、カラ期間の活用や日米社会保障協定の活用をしても
+25年をクリアーできなかったため、10年改正を心待ちにしておられ
る方もおられます。 その意味でも在米の日本の年金の短期加入者の
方にとっても朗報といえますね。 これまで日本の年金受給申請をさ
れ加入期間が不足で受給を諦めた方も、今一度見直されることをお
勧めいたします。制度の詳細は発表されていませんが、分かり次第当
紙面でご説明させて頂きます。 
但し、この法律の施行は、消費税が10％に上げられて、初めて導入さ
れることになっていますのでご注意ください。
　尚、１月15日のニユースレターに掲載された“日本の年金の課税
はどのようになるのでしょうか②”の記述の“源泉徴収されない年金
額”を次の通り訂正いたします。

（1）65歳未満の方・・年額70万円未満（訂正前108万円未満）
（2）65歳以上の方・・年額120万円未満（訂正前158万円未満）です。
海外にお住まいの方は基礎控除３８万円の適用が無いためです。 
訂正しお詫びいたします。

海外年金相談センター　市川俊治　http://nenkinichikawa.org 
住所　〒171-0021　豊島区西池袋2-12-9-402ご照会は
E-Mail nenkinichikawa@gmail.com　話・FAX　81-3-6912-7832までどうぞ⇧

消費税増税と年金改革－１　いままで加入期間不足であきらめていた人は
この機会にぜひ再確認を...
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  ジャパンクラブ会員のひとこと

                     
　今年も恒例の「ガレージセール」が成功裏に終わりましたネ、
丁度５年前の「ガレージセール」に、リタイヤーしてサンフランシ
スコの中心から遠く“シニアの楽園集合ハウス”に移住する日高
清隆さんご夫妻が不要になった家具類等多数を提供し、
一日中ボランティアをしておられたのを思い出しますが、その
日高夫人、４月に体調不良で看にもらった医師の診察で末期の
がんと分かり、それから僅か４日で天国に旅立たれました。
 “シニアの楽園”で一番若い事と、世話好きの性格がわざわいし
て、高齢者の世話や、コミュニティーの中心となって働いていた
のでガンの全身への転移が分からなかったのが最大の原因だ
った様です。 夫人の野辺の送りが終わって淋しくなると同時に
日高さんの次の悩みは食事だったそうです。 最近はコミュニティ
ーの方達が奥さんへの返礼的に食事の差し入れをしてくれるそ
うですが今後の事を思うと最大の心配事になっているそうです。
　そう言えば昨年９月に料理上手の夫人を亡くした早川真佐緒
さん、葬儀が終わってから、食事をどう摂るか考えた末 ”魚の干
物” を沢山購入して、食事時にただ焼くだけで OK と目下満足し
ておられる様子、一時しのぎのアイデアですがホッとしています
とこのと。

　さらにもう一人今年２月から奥さんが病気で入院、看護に追わ
れている ”K さん”最大の悩みは食事、何時もの「ニジヤマーケッ
ト」の出来合い料理の買い食い、しかし「マーケットの食事はき
れいなだけでまずい」と不平たらたら。 幸い奥さんの病も快方に
向かい、目下一日千秋の想いで奥さん手作りの食事を待ってお
られます。　
　この３人、日本では古くから「男子厨房に入るべからず」「台所
は女性の城」との風習があった時代に育ったいずれも７０台の
年齢、さらに共通しているのはアメリカでの生活のメドが立って、
迎えたお嫁さん（奥さん）がいづれも同じ故郷のお嬢さんたちだ
った為、子供の頃から食べ馴染んだ“ふるさとの味”を考えてみれ
ば３人とも結婚以来50年近く味わっていたわけですからどんな
レストランの料理よりもおいしい物だったんですね。
　ジャパンクラブの男性諸君！　奥さんを愛していますか？ 奥さ
んの作る料理を感謝しながら食べていますか？ 日高さん、早川
さんのような辛い想いをしない為にも、今迄以上に奥さんの料理
を人生の最後の最後迄味わえる様に、そして奥さんよりも１日で
も２日でも早く“あの世”に行く事をお忘れなく。 人生の最終時奥
さんの手料理で送られるのは男の最高の幸せかもネ。 男の人生
は奥さんの手の上で操られているのですネ、そう考えるとやっぱり

「あ〜男は辛いよ」ですネ。　　　                      福光哲史（文）

　かねてより槢木隆子理事が折衝を重ねていたフリーモントにある電気自動車メーカー「テスラー社」の工場見学会が実現する
事になりました、つきましては一回のグループは10名程度（それ以上の希望者があれば催行日を数回に分けて開催）平日の午後
４時頃からとの制約があります、又催行予定日は６月の第１週、第２週あるいは７月の第１週、第２週が現在可能な期間です、
人数、期間共に限られておりますので参加ご希望の方は至急事務局迄（電子メール jc-sf@sbcglobal.net まで）ご連絡ください急告


